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『他人事』ではなく
『自分』が起こしたら、『自分』が遭ったら、『家族』が起こしたら、『家族』が遭ったら

「見落とし」を、無くせば・・・「事故は無くなる」

バックは、「３秒バック」で、「１秒止まる」

一時停止は、「３秒停止」

◇構内事故のほとんどは、止まっている物に衝突◇
● そこに何があるのか、目で見て確認（屋根・シャッター・車・他）
● 曲がり切れない・・・ 道をゆずるため・・・予定外の突然のバックで、事故多発
● バック発進前に、車を降りて、後方の確認を

◇北海道内、事故多発◇
＜交通事故防止のポイント＞

◆前方の安全確認を怠らない
◆スピードダウン スピードの出し過ぎはダメ
◆交差点では、左右の安全確認徹底を

◇「雪解け」が進み、「自転車」事故が多発します 注意しましょう◇

雪解けとともに増える死亡事故
スピードダウンを

◇左折は死角が多い ハンドルを切る前に確認 ◇

◇右折は対向車を注視しがち 右折先を必ず良く見る ◇

◇信号変わり目 対向の直進車が ･･･止まらず､来る『かもしれない』 ◇

◆労災事故防止 トラックの荷台から･･･「墜落・転落」、「挟まれ」防止◆

◇見直そう 「慣れ」の作業◇
積み込みや付帯作業にも注意が必要

○ 荷崩れ、作業者が巻き込まれ死亡
○ ユニック車で積込作業中、吊り荷が落下、ドライバーが下敷き、死亡

酒気帯び 陸士長停職⇒依願退職
朝、カラオケ店でビール5杯、運転して帰宅、警察官に停止求められる

◇飲酒運転 夜間よりも、「出勤時間帯」の逮捕者が増加◇
２０２０／０３／２７ １６：００

北海道の陸上自衛隊は２７日、酒気帯び運転をしたとして、男性陸士長（２２）を停職３カ月の懲戒処分とし
た。陸士長は３１日付で依願退職する。陸士長は昨年８月日朝、旭川市内のカラオケ店でビールなどを５杯ほど
飲んだ後、車を運転して帰宅し、警察官に停止を求められた。呼気から基準値を超えるアルコールが検出され、
道交法違反（酒気帯び運転）で罰金刑を受けた。

深夜1時 基準値の６倍超 ”飲酒運転” 32歳の女を逮捕
引きずっていた男性死亡 警察が経緯を捜査

◇飲酒運転 こんなことで、自分の人生を「棒に振ってよいのか」◇
２０２０／３／２８（土） １２：１５

２８日午前１時半ごろ、福岡県の国道で、軽乗用車が会社員の男性（３１）を引きずって走っているのをパトカ
ーが発見し、停車させました。男性は、およそ１時間半後に死亡が確認されました。運転していた女（３２）の呼
気から、基準値の６倍を超えるアルコールが検出され、警察が酒気帯び運転の現行犯で逮捕しました。

深夜12時 飲酒運転 中央寄り車線で、『止まっていた』
道路をふさいでいた 酒気帯び運転容疑で、の男逮捕

◇分かっていて・・・飲酒運転する人間を、どうやってやめさせるか？◇
２０２０／３／２８（土） １４：４３

２８日深夜１２時半ごろ、兵庫県の国道を車で走っていた男性から「止まっている車がある」と１１０番通報があり
ました。警察によりますと、男（５６）が一番右側の中央寄り車線に乗用車で止まっていて、呼気から１リットル
当たり０．１５ミリグラム以上のアルコールが検出されたため、酒気帯び運転の疑いで現行犯逮捕したということ
です。男は「チューハイを数杯飲んで運転した」などと、容疑を認めているということです。車には傷があり、
警察は他の車に当たっていないかなど詳しく調べています。


